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「相模原駅北口地区土地利用方針」に関する 
パブリックコメント手続の実施結果について 

 
１ 概要 

相模原駅北口の米軍相模総合補給廠については、平成２６年９月に一部返還が実現し、新

たなまちづくりの取組を進めています。 
この度、策定する相模原駅北口地区土地利用方針は、導入する機能や都市基盤等の方針に

ついて定めるものです。 
これまで、令和２年５月に策定したまちづくりコンセプト「多様な交流が新たな価値をう

みだす ライフ×イノベーション シティ」に基づき、市民や学識経験者による検討や、アン

ケート・オープンハウス等による市民の皆様との対話等を通して検討してきました。 
この度、本方針の策定に当たり、市民の皆様からのご意見を募集しました。 
その結果、６５人の方から９９件のご意見をいただきました。いただいたご意見の内容及

びご意見に対する本市の考え方をまとめましたので、次のとおり公表します。 
なお、いただいたご意見につきましては、本地区のまちづくりに生かしてまいります。 

 
２ 意見募集の概要 
 ・募集期間  令和４年３月１５日（火）～令和４年４月１５日（金） 
 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 
 ・周知方法  市ホームページ、広報さがみはら、窓口等への配架 
  ※ 資料の配架場所 

相模原駅周辺まちづくり課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城山・

橋本・本庁６地区地域・大野南まちづくりセンターを除く）、各出張所、各公民館（沢

井公民館を除く）、各図書館、市立公文書館、 
 
３ 結果 

（１）意見の提出方法 
   
 
 
 
 
 
 

（２）意見に対する本市の考え方の区分 
   ア：計画案等に意見を反映するもの 
   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 
   ウ：今後の参考とするもの 
   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 
 

意見数 ６５人（９９件） 

内 

訳 

直接持参 ８人（１４件） 
郵送 －人（ －件） 

ファクス ３人（ ４件） 
電子メール ５４人（８１件） 



2 

（３）件数と本市の考え方の区分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

①  
相模原駅北口地区土地利用

方針（案）の全般について 
３ － － ２ １ 

②  
「１ これまでの経緯等」に

ついて 
１ － － － １ 

③  
「２ 本地区のまちづくり

の前提」について 
５ － １ ４ － 

④  
「３－１ 目指すまちの姿」

について 
３ － ２ １ － 

⑤  
「３－２ 導入機能」のうち

居住生活機能について 
８ － ２ ６ － 

⑥  
「３－２ 導入機能」のうち

商業機能について 
９ － １ ８ － 

⑦  
「３－２ 導入機能」のうち

業務開発共創機能について 
７ － － ７ － 

⑧  
「３－２ 導入機能」のうち

交流にぎわい機能について 
４４ － － ４４ － 

⑨  
「３－２ 導入機能」のうち

交流ハブ機能について 
４ － ４ － － 

⑩  「４ 都市基盤等」について ２ － － ２ － 

⑪  
「５ 脱炭素社会に向けた

取組」について 
４ － ２ ２ － 

⑫  
「６ 今後の留意点」につい

て 
３ － － ３ － 

⑬  
「参考資料（市民アンケー

ト」について 
１ － － － １ 

⑭  その他のご意見について ５ － － － ５ 

合 計 ９９ － １２ ７９ ８ 
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（４）意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 
 

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 相模原駅北口地区土地利用方針（案）の全般について 
１ 人口減少対策の具体的な解決策と

して、例えば、教育意識の高い子育

て家庭等を流入促進のターゲット層

とし、新たな研究・開発拠点や教育

施設の誘致などを検討してはどう

か。また、他地域との差別化のため、

交流にぎわい機能や商業機能につい

ては、あえて盛り込まない決断をし

ても良いのではないか。 

本地区は相模原駅周辺地区全体

の今後の発展の起爆剤としての役

割も期待されることから、他地域と

の差別化や、ターゲット層を想定す

ることは重要であると認識してお

り、今後の土地利用計画の検討にお

いて参考といたします。 

ウ 

２ 国際的なまちづくりに向け、羽田、

成田の両空港から京王線と京成電

鉄、小田急線とＪＲ線の相互乗り入

れ、成田エクスプレスの横浜線への

引き込み等既存の鉄道ネットワーク

を活用してはどうか。 
また、商業施設や特定のエリアに

おいて公用語を英語等に限定するな

どの取組をしてはどうか。 

鉄道ネットワーク化に関するご

意見につきましては、今後の参考と

させていただきます。 
また、特定のエリアでの言語の限

定化につきましては、まちづくりコ

ンセプト等を総合的に勘案し、今後

のまちづくりの参考といたします。 

エ 

３ 近年の計画立案では民間活力が盛

り込まれる傾向があるが、地域の利

益を最優先とする地方公共団体とし

ての市が先頭を切る姿勢を示すべき

で、安易に民間活力を口にするよう

では地域の発展など期待できない。 

人口減少・高齢化の進展や、住民

ニーズが多様化する中、民間事業者

の経験や知識の活用及び連携は重

要と考えております。本地区のまち

づくりにあたりましても、本市の発

展の起爆剤や税収確保の観点から

も望ましい民間活力について検討

してまいります。 

ウ 

② 「１ これまでの経緯等」について 
４ 相模総合補給廠の全面返還は日米

安保条約が破棄されない限りありえ

ない。現在においても不安定な世界

情勢であり危機感が生じている。 

相模総合補給廠につきましては、

早期返還に向け、国に対して要望を

行っているところでございます。 

エ 
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③ 「２ 本地区のまちづくりの前提」について 
５ 相模原スポーツ・レクリエーショ

ンパークは大震災や富士山噴火に備

える防災重要拠点として流用できる

仕組みが必要と考える。 

相模原スポーツ・レクリエーショ

ンパークは地域防災拠点及び広域

防災拠点として位置づけており、今

後の土地利用計画において当地区

と相模原スポーツ・レクリエーショ

ンパークの連携の可能性等につい

て検討してまいります。 

ウ 

６ 防災機能を併せ持つことにより、

災害時はもちろん、平時から市民の

防災意識を高めることに寄与するま

ちづくりが必要である。 

大規模地震や気候変動の影響に

よる自然災害への関心が高まって

おり、まちづくりにおいて防災機能

を併せ持つことは重要であると認

識しております。 
このことを踏まえ、今後の土地利

用計画の検討において参考といた

します。 

ウ 

７ 防災機能を併せ持つ安全・安心に

配慮したまちづくりが必要と考え

る。例えば、かまどベンチやマンホ

ールトイレ、防災対応型複合遊具と

いった普段は通常使用可能な防災パ

ークや、災害時に照明や空調・給水・

携帯充電用コンセント利用可能な一

時的に避難者を受け入れられる防災

モール、災害対応型給水所等の備え

が必要。 

ウ 

８ 昼間人口と交流人口の拡大につい

て、本来的には相模原駅周辺は「商

業地域」「繁華街」であり、「交流拠

点」であることが求められるべきで、

市全体としても昼間人口の増加を担

う地域であることから、市において

も周辺住民に啓発を促すように求め

たい。 

本地区は相模原駅前で利便性が

高く、駅周辺の発展の起爆剤として

の役割が期待されていることから、

昼間人口や交流人口の拡大等市の

課題解消に資するまちづくりを進

めてまいります。 

イ 

９ 昼間人口と交流人口の拡大への課

題としては、乳幼児連れや高齢者の

外出時のトイレの問題がある。多機

能トイレや男性でも利用しやすい赤

ちゃんルーム、授乳室が多くあると

良い。 
また、健康と交流のためにストレ

ッチ遊具や健康の道（足つぼ）、レン

タサイクルも必要と考える。 

子どもや高齢者等多様性に配慮

したまちづくりを進めるため、今後

の参考といたします。 
 

ウ 
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④ 「３－１ 目指すまちの姿」について 
１０ 目指すまちの姿としては立地特

性・時代性・将来性等適切な判断だ

と思われる。また、これらの「日常」

が“みんながつながり”のキーワー

ドで括られて、一体性が表現できて

いると思う。 

まちづくりコンセプトや本方針

における目指すまちの姿を踏まえ、

今後のまちづくりを進めてまいり

ます。 

イ 

１１ 開通が不透明なリニアを踏まえた

まちづくりには賛同できない。リニア

がなくても成り立つまちづくりを。 
繰り返し使われているにぎわい

や、つながりを求めているのは誰な

のか。都市部との違いや、静かで干

渉されない居場所を求める人もい

る。何もないことが魅力の一つと感

じている市民がいることも忘れずに

“ライフ”を重視したまちづくりを

お願いしたい。 

リニア中央新幹線や多摩地域と

の連携等を本地区の強みとすると

ともに、市民ニーズ等を踏まえ、令

和２年５月にまちづくりコンセプ

トを策定し、土地利用方針を検討し

てきました。今後の土地利用計画の

策定にあたりましても、これまでの

経過を踏まえつつ、検討してまいり

ます。 

ウ 

１２ 共にささえあい 生きる社会を掲

げる市として誰一人取り残さない相

模原駅北口を目指し、時代とともに

進化する究極のユニバーサルタウン

を何十年にも渡って追求し続ける。 
施設の運営管理や植栽維持等は市

民ボランティアか、常勤の仕事に就

きにくい人の挑戦の場とする。 
また、最新技術を活用し、無人店

舗は障害者にとっても使いやすく、

働ける場とするとともに、世界へ発

信できるような共生社会をテーマと

した実証実験やセミナー等を行い、

世界に誇れる共生都市としてシビッ

クプライドにもつながる。子ども、

高齢者、障害者等誰もが安心して訪

ね、過ごせる街とし、分け隔てなく

交流し、にぎわい、ＳＤＧｓや共生

社会をテーマにしたイベントを親し

みやすい内容で継続的に行う。 
お金は立派な建物ではなくイベン

トに使う。 

本地区のまちづくりおいては、将

来の社会を見据え、ＳＤＧｓの推進

や誰もが安全で安心して暮らせる

まちづくりを進めていくことを前

提としております。また、“つなが

り”をキーワードにまちづくりを進

めていくこととしており、今後の土

地利用計画において検討してまい

ります。 

イ 
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⑤ 「３－２ 導入機能」のうち居住生活機能について 
１３ 相模原駅周辺では相模原中央病院

と厚生病院があるが、他の地区と比

べると、設備・各科が少ないため、

大きな病院を作ってほしい。 

市内の医療提供体制については、

市医師会や市病院協会、市内大学病

院等の医療関係団体との連携のも

と、充実に努めてきたところでござ

います。今後につきまして、市内の

医療ニーズの状況把握に努め、医療

提供体制の確保に取り組んでまい

ります。 

ウ 

１４ トヨタ(株)は静岡県で未来型実験

都市を整備予定であるが、同様に県

内に由来がある日産(株)に協力依頼

し、まちづくりを進める。 
人口増加率が全国３位である千葉

県流山市の保育園の増加や駅前送迎

保育ステーションの設置等成功例を

参考とし、子育て世代にやさしい環

境整備して、人口獲得に繋げる。 

本地区では、まちづくりコンセプ

トを踏まえ、新技術の展開発信や子

育てしやすいまちを目指したいと

考えており、今後の土地利用計画の

策定に向け、他都市のまちづくりの

事例も参考にしながら検討してま

いります。 

ウ 

１５ 新型コロナウイルスの外出自粛等

で高齢者の身体機能の低下が著明で

あるため、屋外で適度な運動ができ

るような公園があると望ましい。 
筋力トレーニングやストレッチ、

バランスの要素がある器具を複数設

置し、友人やグループでの活動につ

なげてはどうか。器具の選定は理学

療法士や保健師からのアドバイスで

よいものになる。 

高齢者をはじめ、誰もが健康に過

ごせるまちづくりを進めるため、今

後の参考といたします。 

ウ 

１６ 最先端過ぎる生活様式は高齢者に

は馴染まないものだと思う。それよ

り最先端な生活が体感できるモデル

ルームやホテルの方が良いと思う。 

カメラやセンサー、ＩｏＴ等の技

術を活用して安全・安心を確保する

とともに、買い物やサービスの利用

時においても、高齢者を含め誰もが

日常生活において先端技術の恩恵

を享受できるよう、今後のまちづく

りにおいて具体化に向けて検討し

てまいります。 

ウ 

１７ 新しいテクノロジーを取り入れよ

うとしているのは理解できるが、高

齢者等がサービスを利用できるかが

疑問であり、分かりやすい仕組みが

必要と考える。 

ウ 



7 

 
１８ 相模原駅北口発展のために多機能

型子育て支援施設が必要と思う。母

子共に気軽に遊びに行け、相談でき、

保育園幼稚園への送迎バスを出して

くれる場所など実用的な使い方がで

きる施設は自然と人を呼び、活気に

つながる。 

本地区のまちづくりは、市の課題

解消に資するまちづくりを進める

ものとしており、子どもを安心して

生み育てられる環境の整備にも取

り組んでまいります。 
このことを踏まえ、今後の土地利

用計画の策定において具体化の検

討をしていきます。 

イ 

１９ 将来を見据えたまちづくりとは、

民間企業の大規模施設や高額家賃の

住居ではない。 
交通手段が限られる高齢者や障碍

者等に向けた３階建て程度の公営住

宅を配置し、階段でも行き来でき、

エネルギーを消費しない仕様とする

ことが考えられる。必要な面積は約

２ヘクタール。 

少子化対策や定住促進、利便性の

向上に向け、土地利用方針（案）に

おいて居住生活機能を位置づけて

おり、まちの活力や多世代の交流等

具体化に向け、今後の土地利用計画

の検討において参考といたします。 

ウ 

２０ 相模原駅周辺は病院が少ないた

め、クリニックモールがあれば良い。

入口から感染疑いと非感染を隔てる

などニューノーマルに対応したもの

であるとよい。 
また、子育て支援が弱いと感じる

ため、新潟県上越市のこどもセンタ

ーや埼玉県ふじみ野市の子育て広場

の良いところを取り入れ、安心・安

全、子育てで孤独にならない子育て

しやすいまちとし、大人になったと

きに地元で出産・子育てしたいと思

えるような良い循環となればよい。 
車に乗らない方や怪我、子育てで

移動手段が限られる方の円滑な移動

に向け、バスコースを増やすことや、

サポートタクシーの導入はどうか。 

新型コロナウイルス感染症を踏

まえたニューノーマルへの対応や、

子育て支援、ユニバーサルな移動等

の実現に向け、今後の土地利用計画

の策定において具体化の検討をし

てまいります。 

イ 



8 

 
⑥ 「３－２ 導入機能」のうち商業機能について 
２１ 相模原は昔から田舎じみたイメー

ジであり、昔の藤沢市辻堂に似てい

ると感じる。辻堂は関東特殊鋼工場

跡地に大規模モールを設置して、県

内外から多くの人が訪れ活気に満ち

ている。当地区は大規模商業施設を

造るには最適と考える。相模大野か

ら伊勢丹がなくなり、大規模商業施

設に対する要求は強くなっている。 

本地区では、にぎわいや交流の創

出を目指すこととしており、今後の

土地利用計画の策定に向け、他都市

のまちづくりの事例も参考にしな

がら検討してまいります。 

ウ 

２２ 目指すまちの姿のとおりにしたい

ので、野球場につながる広い道路（車

は入れない）を２本程度つなげ、両

脇には市内で取れた野菜産直売所や

八百屋、魚屋等小さい商店街を配置

する。人とのつながりとにぎわい、

持続可能な消費社会を再構築する。

必要となる面積は約２ヘクタール。 

まちづくりコンセプトや商業機

能に対する市民アンケート結果等

を踏まえ、商業機能の具体化に向け

て、今後の土地利用計画の検討にお

いて参考といたします。 

ウ 

２３ キャンプ場やパスタ、ハム、天然

水、ダム等相模原市の誇れるものを

生かし、例えば、アウトドアメーカ

ーを集結させ聖地化し、他の大規模

商業施設との圧倒的な差別化を図

る。 
また、友好都市（トロント市等）

や国内友好都市（銀河連邦共和国）

の地場産品の販売等人々が飽きない

商業施設にする。 

 ウ 

２４ ショッピングモール等大規模商業

施設は利便性が高い一方、画一的で

もあるので、横丁のような敢えて雑

多なエリアも整備してはどうか。小

さい個性的なお店が並ぶ路地は、周

辺で生活する人はもちろん、遠方や

海外の人も訪れたくなる魅力になる

と思う。横丁は防火･防犯等の安全性

を高めたものとしてほしい。 

 ウ 
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２５ ここでしかできない魅力とは何

か、市の特徴が市民に周知されてい

るか、ＡＲ、ＶＲショッピングは求

められているものか、年齢を問わず

簡単にできるのかが疑問である。 

 ウ 

２６ 最先端マシンのスポーツジム、ス

ポーツブランドのアウトレット、ダ

イエット食・筋肉飯のレストラン等

日本一健康になれる全天候型スポー

ツパーク。 
体を使って遊べるテーマパーク、

ＶＲを使ったアトラクション、宇宙

に関連したアトラクション、平日の

昼間は学校の授業で使用できるよう

にしてオリンピックのようなハイテ

ク技術を体験できる子供向けテーマ

パーク。 

 ウ 

２７ 本市は都心近郊でありながら、豊

かな自然(山/湖/川)があるが活用で

きていないため、キャンプエリアと

市街地を繋ぐアウトドアに特化した

モール、体験施設、共同使用区域を

活用した都市型グランピング施設な

どを展開してはどうか。また、キャ

ンプエリアへの直通バス、購入物の

直接配送、温泉施設、特産物販売、

朝市等も考えられる。 

 ウ 

２８ 交流を促すため日本一といえるも

のが必要と考える。例えば、日本一

のアウトレットやテーマパーク、世

界一長い動く歩道を橋本駅から繋げ

てはどうか。 
また、「相模原」の名のついた百貨

店などが入った駅ビルは働く若い

方々を呼び込むことができる。 

本地区は本市の顔となる特徴と

なり、シビックプライドの向上に資

することが求められていることを

踏まえ、商業機能をはじめとする導

入機能の具体化に向け、土地利用計

画の検討において参考といたしま

す。 

ウ 
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２９ すぐ側のスポレクパークで買った

商品を食べられたら気持ちいいと思

う。環境を意識し、マイボトルが使

えたり、リユース食器で食事を提供

する店舗ができたら良い。飲食物や

商品の材料を発生から廃棄がスマホ

で見られたら環境意識が高まると思

う。 

ＳＤＧｓの推進や脱炭素型のま

ちづくりなど持続可能性を踏まえ、

今後、相模原スポーツ・レクリエー

ションパークと連携したまちづく

りを進めてまいります。 

イ 

⑦ 「３－２ 導入機能」のうち業務開発共創機能について 
３０ ＪＡＸＡを核とした宇宙関連企業

や大学を誘致。 
まちづくりコンセプトや民間企

業アンケート結果等を踏まえ、業務

開発共創機能の具体化に向けて、今

後の土地利用計画の検討において

参考といたします。 

ウ 

３１ 働く女性が活躍できる場所として

駅に直結した保育施設が必要。 
また、昼間人口の増加に向け、民

間のワーキングスペース、シェアオ

フィスを誘致し、それには保育施設

併設であればなお良いと思う。 
さらに、起業家が入居（登記）で

きるようなシェアオフィス＆インキ

ュベーションを整備してはどうか。

ＡＩをはじめとした最先端技術を扱

う優秀な起業家が集まる場所とする

とともに、インキュベーション機能

を備える。リニアができれば品川ま

で一本で、利便性も生かせる場所で

あるため産業支援交流施設があれば

良いのではないか。 

新型コロナウイルス感染症を踏

まえたニューノーマルへの対応や

ＳＤＧｓの推進の観点を踏まえな

がら、持続可能なまちづくりを進め

ていく必要があると認識しており

ます。このことから、まちづくりコ

ンセプトや民間企業アンケート結

果等を踏まえ、業務開発共創機能の

具体化に向けて、今後の土地利用計

画の検討において参考といたしま

す。 

ウ 
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３２ 業務開発共創機能の充実発展には

人材育成が欠かせない。育成機関で

は大学校の枠を超えて先端技術専門

学部生を受け入れる研究・修学施設

を市が建設し、維持管理することに

より市政のスタンスが視認できる。 
高等先端技術の習熟には高校・中

学校からの基礎学習が必要であるた

め、家族単位の居住地として光が丘、

弥栄、松ヶ丘等ＪＡＸＡ周辺の未利

用地を活用する。 
返還地のみに視点を限定せず、ま

ちづくりのロードマップを見据え

て、土地利用を決定して欲しい。 

本地区は、将来の社会を見据える

とともに、本市の課題解決に資する

まちづくりを進めることとしてい

ます。 
まちづくりコンセプトや市民ア

ンケート等のニーズを踏まえ、業務

開発共創機能の具体化に向け、今後

の土地利用計画の検討において参

考といたします。 

ウ 

３３ 人口減少の中、消費する場所では

なく生み出す場所が必要と考える。 
まちづくりの核として国際的教育

機関で多様な人材の育成や企業との

連携による社会実験ができる場とし

てイノベーションが生まれる場にす

るべき。 

人材育成や社会実験、イノベーシ

ョンの創出等の具体化に向け、まち

づくりコンセプトや市民アンケー

ト等のニーズを踏まえ、業務開発共

創機能の具体化に向け、今後の土地

利用計画の検討において参考とい

たします。 

ウ 

３４ 多様性の社会における「成長」「発

展」について市独自の定義を内外へ

宣言してほしい。 
また、イノベーティブなまちづく

りに向け、国際的なイノベーション

コミュニティセンター、フューチャ

ーセンター、専門教育機関の設置や、

企業の特許、知的財産を集約・オー

プンデータ化するほか、特区による

税制特例で起業家の引き込みを促進

する。 
さらに、大学等と連携し、商店街

の空き店舗対策と起業家育成を兼ね

たチャレンジショップやオフィス制

度を創設するほか、弁護士、税理士、

企業診断士、地元経営者等によるサ

ポート体制を整備する。 

まちづくりにおいて多様な交流

が新たな価値をうみだしていくこ

とが、「成長」や「発展」につなが

るともの考えており、そのような取

組や活動が行われる環境づくりや

まちの運営方法について、引き続き

検討してまいります。 
また、イノベーティブなまちの実

現には研究機関や大学との連携の

ほか、専門技術の習得や専門家との

交流等が必要と認識しており、今後

の土地利用計画の検討において参

考といたします。 

ウ 
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３５ 国際的な教育機関や、研究施設、

社会実験施設等多種多様な人が交流

できる拠点となるようなまちづくり

を進めて欲しい。 

イノベーティブなまちの実現に

は研究機関や大学との連携のほか、

専門技術の習得や専門家との交流

等が必要と認識しており、今後の土

地利用計画の検討において参考と

いたします。 

ウ 

３６ 相模原駅周辺にイノベーション起

こすため国際的教育機関等多様な人

財育成や企業を呼び寄せるようなハ

ブ機能を具体的に盛り込むべきと考

える。 

ウ 

⑧ 「３－２ 導入機能」のうち交流にぎわい機能について 
３７ 地域活性化によるプロスポーツ施

設と商業施設融合の実現のために、

新スタジアムが必要と考える。 

交流にぎわい機能においてスタ

ジアムをはじめ、ホール、会議室、

アリーナ等を導入施設例としてお

ります。今後、まちづくりコンセプ

トや他の導入機能との相互関係等

を勘案しながら、土地利用計画の検

討において参考といたします。 

ウ 

３８ 複合スタジアム案に賛同する。ホ

ームタウンチームが４つもあり、市

民として盛り上げたい。リニア中央

新幹線が開通すればアウェイチーム

のファンの往来により経済効果もあ

る。駅からアクセスが良いため、他

都市をお手本にまちづくりをして欲

しい。また将来的には県内学生スポ

ーツの聖地を目指して欲しい。 

ウ 

３９ 市内には４つのトップレベルのス

ポーツチームがあることから、スタ

ジアム建設を希望。 
・球技専用 
・サッカーＪ１及びラグビーリーグ

ワンの基準を満たしつつ、過大に

ならない収容人数 15,000～20,000

人程度 
・ラグビーの際、十分なインゴール

幅を確保（縦１４４ｍ）。 
・スポーツ以外のイベント誘致のた

めハイブリッド芝を検討。 
・演劇・コンサート用ホールについ

ては、需要を踏まえて慎重に検討。

相模女子大学グリーンホールは利

便性や稼働率高いため、新設する

のであれば、老朽化が進み、距離

が近い市民会館の廃止を検討。 

 ウ 
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４０ シビックプライドの向上には全国

に誇れるスポーツチームの存在が重

要である。プロスポーツチームが４

団体もあるのは全国でも珍しいが、

知名度は低く、トップレベルにない。

各チームの強化には観客動員数を増

やして収益を上げることが必要であ

るが、ギオンスタジアムはアクセス

の問題で実現していないため、相模

原駅北口に複合スタジアムが新設さ

れれば観客が大幅増となることは容

易に想像できる。 
交流にぎわい機能の実現には市内

外から多くの人が訪れることが不可

欠であるが、試合では地元チームだ

けでなく、対戦チームの観客が多数

訪れる。特にサッカーは顕著であり、

カテゴリー上位であるほど観客数が

多い。 
ギオンスタジアムはＪ２参加ライ

センスを満たしておらず、昨年度は

特例でＪ２に参加した。ライセンス

条件を満たす複合スタジアムの新設

が必要である。 

 ウ 

４１ 本市は住みやすく、自然豊かで立

地も恵まれているが、子どもたちの

郷土に対する興味関心が低く残念で

ある。市の顔が必要なのではないか。 
相模原駅北口おいて４つのホーム

タウンチームの新スタジアム構想は

市の顔となりうる。特に、ＳＣ相模

原のスポンサー企業は県内の子ども

全員に帽子のプレゼント等の取組で

多くの観客を呼び込んでいる。 
相模原駅北口から徒歩０分の場所

に新スタジアムを建設することで、

県内外から多くの客を呼び込み、そ

れが市のイメージＵＰにもつなが

り、子どもたちの郷土に対する誇り

も高まるのではないか。 

 ウ 
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４２ 多機能複合型スタジアム（サッカ

ー専用スタジアム）が必要と考える。 
スタジアムを中心にスポーツ施

設、ショッピングモール、飲食店を

設置し、平日も市内外から集客する

交流施設となる。ホームチームは市

民のロイヤリティを高める効果あ

り、ホームゲーム開催時にはアウェ

イチームサポーターへ市の魅力発信

の場になる。 
駅からのアクセスが良い場所にあ

るサッカー専用スタジアムは全国的

に希少であり、市の魅力向上や他と

の差別化につながる。 

 ウ 

４３ 市や日本を支えていく１８歳。市

の魅力を上げるべきと思っており、

そのためにはスポーツチームを活用

すべきである。スポーツで市の知名

度を上げ、明るいイメージとなり、

興味を持つ若者や家族を増やせると

思う。複合型スタジアム案も重要と

考える。 

 ウ 

４４ 新スタジアムを建設してほしい。

サッカー観戦の交通が便利になる。 
また、相模原のこれからの発展の

ために必要で、スポーツだけでなく

周りの商業施設も充実して発展して

ほしい。 

 ウ 

４５ 相模原駅北口地区の発展には多機

能複合型スタジアムが必要と考え

る。 
市には４つのホームタウンチーム

があるが、さらなる発展とフットボ

ールによる経済効果の拡大は、街を

元気にし、魅力的になると思う。 
７０万都市のシンボルとなるスタ

ジアムを創り、市を未来に向けて発

展させましょう。 

 ウ 
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４６ 政令市だがスタジアムがない。シ

ョピングレストランを併設すれば相

模原駅に人出が多くなり、雇用にも

繋がる。経済効果が大きいプロスポ

ーツやコンサートが楽しみ。 

 ウ 

４７ 商業施設ばかりではなく、公園や

スタジアムを願う。特にスタジアム

を。ギオンスタジアムはアクセスが

悪く、トラックがありピッチまで遠

い。新スタジアムの利点は４チーム

で８０日／年は稼働すること。 

 ウ 

４８ ホームタウンチームの試合をする

スタジアムが相模原駅北口に必要と

考える。駅の近くという好立地で国

内トップレベルの試合が出来れば、

市内外から多くの集客が見込め、駅

前の活性化が期待できる。スタジア

ムを商業施設やコンサート、イベン

ト等が開催出来る複合型とすること

で試合が無い日でも収益が見込め、

雇用創出にもなる。 
駅前のスタジアムをシンボルとし

た魅力的な街づくり推進し、防災拠

点としても機能すると思う。 

 ウ 

４９ 多機能複合型スタジアムをお願い

したい。駅直近という立地を生かし

市民や他県から色々な世代が集まる

シンボル施設となる。４つのフット

ボール(サッカー･ラグビー･アメフ

ト)チームがあるのも魅力の１つで、

チームを街で応援する事でシビック

プライドの入口になる。そのチーム

が発展して行けば街の賑わいや経済

効果などもあり、防災機能を兼ねら

れるのもスタジアムの魅力である。 

 ウ 
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５０ ヨーロッパを手本にした複合型ス

タジアムを核とした幅広い年代が集

まる、にぎわい・活気のある市のラ

ンドマークを相模原駅直結の場所

に。その効果は従来の箱形施設と異

なり、時間・体験型消費と合うベス

トな計画になると信じます。将来を

担う子供たちに夢や希望を持たせ、

シビックプライドを醸成する空間に

もなる。 
長崎や広島での計画や国の方針と

合致し、他地域から人が訪れ、交流

し、経済的にも好循環が生まれる。 
従来の発想にとらわれれば、人口

が減る中で魅力がなくなってしま

う。選ばれる都市を目指すなら主に

橋本・相模原駅のエリア一帯と相模

大野駅周辺のエリアをビジョンのあ

る開発で魅力を増し、定住人口を増

やす（減らさない）施策がベターだ

と思う。 
少子高齢化が進む中で、駅から遠

い立地が寂れ、駅から近いエリアに

集積する傾向は止められないと思

う。市の財政を考え、行政から土地

を貸与し、施設運営は民活で様々な

問題をクリアして欲しい。 

 ウ 

５１ 市の発展のため、スタジアムが必

要。スポーツは全国からサポーター

が来て、観光、買い物をする。周辺

は遊ぶ場所もなく都心などに出ない

といけない。 
また、震災時も避難場所にもなる。 

 ウ 
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５２ 複合スタジアム（サッカー）の建

設を支持する。サッカーは世界で最

も人気のあるスポーツで、各地でサ

ッカークラブを通じた町興しは枚挙

にいとまがない。 
建設費用は、ふるさと納税制度（返

礼なし）で市民等から寄付を募るの

はどうか。市民の負担は少なく、市

税も抑えながら、政策が実現すると

いう理想の市民参加型の政策決定と

なる。市民も自らの意思で建設した

ことで、施設とチームに愛着を持ち、

ひいてはシビックプライドの醸成に

つながる。 

 ウ 

５３ 内外からの圧倒的な集客力のある

スタジアムシティを整備し、消費を

促し、税収増加に繋げる。 
ＳＣ相模原を含め５つのプロスポ

ーツが週末に試合をし、年間で数十

万人を集客する。駅直結であること

や、リニア新幹線駅の整備でさらに

可能性が広がる。 
また、コロナ禍であるからこそチ

ャンスと捉えて、今までにないスタ

ジアムシティを内外に発信する。 
さらに、周囲に商業施設・ホテル・

コンベンションセンター・アリー

ナ・会議室等を併設し、平日は商業

及び企業活動を可能とするととも

に、感染症対策を高度に施した最新

の施設とし、災害時には救命施設及

び簡易宿泊施設等にも活用する。 
また、スポンサー企業等と協力し、

最先端の技術を活用する。 
単なる箱物ではなく象徴的なもの

が必要である。１０万人もの署名や

土地利用方針資料のアンケートで多

くの人がスポーツ施設を望んでい

る。 

 ウ 
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５４ 市内には５つのホームタウンチー

ムがあり、ファン・サポーターは市

外からも多く訪れている。遠征では

観戦のほかに観光もする。アクセス

の良いこの地にスタジアムができイ

ノベーションが感じられる施設にな

ればと思う。スポレクパークという

魅力的な施設があるので相乗効果が

ある施設を望む。 

 ウ 

５５ 駅周辺が寂れてきており、フット

ボール専用の多機能複合型スタジア

ムが必要である。リニア駅の隣の駅

前にスタジアムを建設し、市にある

４つのプロチームが使うほか、ライ

ブ等のイベントにより市民はもとよ

り県内外からも集客が見込め、地域

が活性化し、認知度も向上する。 
また、球技専用とすればギオンスタ

ジアムを常に陸上競技で利用できる。 

 ウ 

５６ 長引くコロナ禍で人との繋がりが

希薄になってしまったが、逆に人と

繋がれる場所として多機能で複合型

のスタジアムが必要だと思う。 
４フットボールチームはもちろん、

音楽やアートの力で人やお金が集ま

るスタジアムを建設してほしい。 

 ウ 

５７ 相模原駅は市の中心で駅前に集客

を見込める唯一無二の場所である。 
ここに中途半端でなく、全国に誇

れるスポーツ施設を作り、将来リニ

アや小田急多摩線の延伸によって集

客し、安定的に運営すれば、税収、

雇用、人の動きを予見できる。緊急

避難所も指定し、安心安全を確保し、

シビックプライドにも繋がる。 
ホームタウンチームがフットボー

ルチームであることを踏まえ、スタ

ジアムの実現を願う。 
税金ではなく、民間企業をフル活

用し、人が集まるシンボルとすべき。 

 ウ 
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５８ 球技専用スタジアムの建設を提案

する。市をホームタウンとするスポ

ーツチームが４つあり、ギオンスタ

ジアムと併用すれば、芝養生のメリ

ットがある。交通の便が良い駅前に

スタジアムを造る事で、アウェイチ

ームのファンも来やすくなり、経済

効果も見込める。特に、三菱重工相

模原ダイナボアーズがジャパンラグ

ビーリーグワン１部に昇格すれば世

界トップレベルの選手を子供たちも

身近で見られる。 
また、直近のスポーツ・レクリエ

ーションパークでラグビーやサッカ

ー教室を行い、子供達がスポーツに

親しむことができる。 

 ウ 

５９ 相模原駅北口にスタジアムを今つ

くらないと市のスポーツ文化の明日

はない！ 
①市をホームタウンチームとする球

技団体は４つあるが、ホームグラウ

ンドの相模原ギオンスタジアムは

自動車・電車ともにアクセスに課題

があり、観客動員に影響している。

これが、チーム経営にも影響してい

ることから、相模原駅北口にスタジ

アムをつくることは必須である。 
②スタジアムが市のランドマークと

なり、駅から最短として取り上げら

れれば知名度が上がる。 
③スタジアム建設に関する署名が１

０万人を超えたことは市民もそれ

を希望している証拠である。 
④一昨年ＳＣ相模原は条件つきでＪ

２に昇格したが、機構側の条件を踏

まえると、球技専用スタジアムの建

設を市に期待していることが窺え、

裏切るわけにはいかない。 
⑤ＳＣ相模原は海老名市、座間市、

愛川町もホームタウンとしている

 ウ 
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ためスタジアム建設を望んでいる。 
⑥スタジアム建設後の効果 
Ａ.入場者の増加でクラブ経営が改

善し、Ｊ１昇格でメディア登場回数

が増え､スポーツ好きの若い人が住

んでみようと思うのでは｡ 
Ｂ.人の移動により、交通事業者の

売り上げが伸び、駅周辺の飲食店

街の客足や、働く場所が増え、税

収アップが期待出来る。 
トラックやサブグラウンドは不要。 

６０ 相模原駅北口の発展には多機能複

合型スタジアムが必要と考える。 
市のホームタウンチームのスポー

ツ振興や先日の中谷潤人選手の防衛

戦で盛り上がるような、市のシンボ

ルとなる多機能複合型スタジアムを

計画・実現してほしい。 

 ウ 

６１ 相模原駅北口に多機能複合型スタ

ジアムが必要と考える。ホームタウ

ンチームの発展、ひいては市の発展

にも繋がる。スタジアムはスポーツ

興行のみならず、周辺のショッピン

グや飲食店への好影響、また、災害

時の大規模避難場所等にも応用で

き、隣駅の橋本駅のリニア開通、小

田急多摩線の延伸等でアクセスの良

さも手伝うと思う。 

 ウ 

６２ にぎわいやシビックプライドのた

め、複合スタジアムが必要と考える。

現時点でも何千人も集客しているホ

ームタウンチームの潜在力をさらに

引き出すことができる。 
既にギオンスタジアムは利用がひ

っ迫しており、リーグワン２０２２

のダイナボアーズの順位決定戦のよ

うな大切な試合も秩父宮ラグビー場

開催となって人の流れを奪われた。

相模原駅北口だけでなく市ににぎわ

いを作るために必要である。 

 ウ 
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６３ 町の中心部にスタジアムができる

と活性化に寄与する。市にホームを

置く４つのチームのリーグ戦や、日

本代表戦を行ったり、災害時に避難

所として利用したり、価値は非常に

大きい。スタジアム周辺にショップ

やホテル等を配置すれば更なる効果

が見込める。市内外から人が集まる

スタジアムは市の発展に貢献するこ

とでしょう。 

 ウ 

６４ 本市はこのままでは都市間競争で

埋没してしまう。地域活性化の唯一無

二の複合スタジアムを建設すべき。 
大規模コンサートやイベントもで

きるよう芝生部分が昇降し、屋根と

なる事例を提案したい。駅前立地で

アクセスが良く、魅力的なコンテン

ツがあれば実現すると思う。 
本市周辺には屋内大規模イベント

施設や球技専用スタジアムがなく、

市内にはサッカーＪ１、Ｊ２を開催

できるスタジアムや、非常時に避難

所としても利用できる屋内大規模施

設もない。中央区には体育館もない。 
ホームタウンチームが４チームあ

るが、ギオンスタジアムでホームゲ

ームを開催できなかったり、本来の

陸上競技場としての利用に限界もあ

る。それらを全て解決できる施設が

必要で、市民の誇りとなるような施

設であればメリットとなる。 
また、隣接地に商業施設を誘致出来

れば、さらなる地域活性化にもなる。 

 ウ 

６５ Ｊ１規格の多機能複合型スタジア

ムが建設可能なまちづくり計画とし

てほしい。立地的には申し分なく、

ある程度の試合数、集客も見込める。 
相模原でＪ１やＡＣＬ、日本代表

クラスの試合を見てみたい。 

 ウ 
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６６ ４つのホームタウンチームがあり

各試合で観戦に大勢の人が訪れる。 
現在、２０００人規模と思うが、

駅前の複合型スタジアムでは毎週１

万人規模の賑わいを創出することが

できる。スタジアムの近くに飲食店

や雑貨店、大型商業施設などを誘致

し、そこでの雇用も見込める。 

 ウ 

６７ 
～ 

７０ 

相模原のみならず近隣地域のスポ

ーツやイベント開催による地域経済

振興や、相模原ＰＲには、新スタジ

アム実現は必須と考える。 
新スタジアムの実現を希望する。 

 ウ 

７１ 集客イベントには交通利便性が必

要であるが、現在は利便性が高いと

は言えない淵野辺公園、麻溝公園、

市役所近辺などで行われており、投

資に対して効果は不十分ではない

か。 
このためスタジアム、アリーナ型

体育館等集客施設については本地域

に集約配置すべきと考える。特に、

スタジアムは他の施設とは異なり４

つもの興行団体が必然的に使用し、

イベントを改めて誘致する必要がな

く、優先的に整備するべきである。 
アイスアリーナについても、スポ

ーツツーリズムの目的となってお

り、これも含めてはどうか。 

集客イベントにつきましては、そ

の目的や経過、効果等を踏まえて実

施することが重要と考えており、ご

意見を参考とさせていただきます。 
また、交流にぎわい機能において

スタジアムをはじめ、ホール、会議

室、アリーナ等を導入施設例として

おります。今後、まちづくりコンセ

プトや他の導入機能との相互関係

等を勘案しながら、土地利用計画の

検討において参考といたします。 

ウ 
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７２ 硬式野球専用球場の新設を提案す

る。野球クラブの活動で相模原球場

等を利用するが、活動場所を確保で

きないこともある。 
市内には、高校野球部や少年野球

チーム等硬式野球の団体も多いため

利用や整備、管理を分担して行うこ

とも検討できる。 
また、県内の独立リーグの開催や、

低年齢層の野球人口減少に歯止めを

かける野球教室の実施、新たな大会

の開催による観光ＰＲや地域経済へ

の貢献もできると考える。 

交流にぎわい機能においてスタ

ジアムをはじめ、ホール、会議室、

アリーナ等を導入施設例としてお

ります。今後、まちづくりコンセプ

トや他の導入機能との相互関係等

を勘案しながら、土地利用計画の検

討において参考といたします。 

ウ 

７３ 宇宙関連事業、複合スタジアム関

連事業等はどちらかといえば賛成で

あるものの、進め方がイメージしに

くい。 
税収を確保し、市が赤字にならな

いようにして欲しい。楽観的なまち

づくりであれば広場でよい。 

人口減少・高齢化の進展や、住民

ニーズが多様化する中、持続可能な

まちづくりに向け、税収の確保はま

すます重要になると認識しており

ます。本地区のまちづくりにあたり

ましても、本市の発展の起爆剤とな

るよう取り組んでまいります。 

ウ 

７４ 文化都市を目指しているはずなの

に市立美術館がない。今回必ず組み

入れられると思っていたが、特別な

理由があるのだろうか。 
美術館には展示以外にも大切な役

割があり、市にゆかりのある画家等

の作品を収集・保管管理し、文化遺

産として次の世代に遺すことこそ市

の責務ではないか。 

まちづくりコンセプトや他の導

入機能との相互関係等を勘案しな

がら、本地区の交流にぎわい機能と

してふさわしい施設の検討におい

て参考といたします。 

ウ 

７５ 美術館や博物館を設置し、芸術な

ど本物に触れる機会を増やし、国際

的な専門教育機関と連携し、生み出

す場、創造する場としての価値を高

めていくことが必要。 

 ウ 
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７６ 現代美術やメディアアート等の美

術館が身近にあったらいい。主要都市

の大きな美術館等に行かないと美術

の発展を感じられないことが多い。 
大人も子どもも気軽に意見交換が

できるような場所等があれば、クリエ

イティブな発想の育成につながる。 
また、アーティストが長期滞在して

制作する企画や、施設があってもよ

い。横浜や川崎には見応えのある美術

館があるので本市にも作って欲しい。 

 ウ 

７７ 市内で優れた芸術に触れる機会が

乏しいため、市収蔵作品の活用、市

にゆかりのある作家の滞在型創作活

動、全国規模の巡回展の受入れの場

として、気軽に立ち寄れる美術館が

駅前にできれば、地元に根差しなが

ら世界を広げる学びの場として、豊

かな市民生活の実現、子どもたちの

成長、周辺地域からの集客にも期す

ること大きいと考える。 

 ウ 

７８ 大きいスタジアムではなく、多く

の市民が様々なスポーツで交流でき

る小規模な運動場。 
一部の企業によるスタジアム整備

の署名活動があったが、市民の健

康・生活のためではないと感じる。 

交流にぎわい機能においてスタ

ジアムをはじめ、ホール、会議室、

アリーナ等を導入施設例としてお

ります。今後、まちづくりコンセプ

トや他の導入機能との相互関係等

を勘案しながら、土地利用計画の検

討において参考といたします。 
 

ウ 

７９ チームサポーターからスタジアム

建設の要望があるようだが、近隣住

民としては、数万人が一度に集まる

ようなことは避けてほしい。騒音や

渋滞等新たな課題が生じる。 
８０ ＳＮＳやネット上で「北口にスタ

ジアム実現を。」という内容を見かけ

るが不要ではないか。試合で近隣が

渋滞し、電車の遅延によって住民の

生活に支障をきたす可能性がある。 
一部の観戦者やサポーターのマナ

ー違反で治安や騒音、ごみ問題も懸

念される。 

 ウ 
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⑨ 「３－２ 導入機能」のうち交流ハブ機能について 
８１ 芝生広場等会場でホームタウンチ

ームのアウェー試合のパブリックビ

ューイング施設を設けてはどうか。

ホームゲームはギオンスタジアムへ

のシャトルバスを運行等し、回遊を

生みだす。 
駅前にあれだけの広い空があるこ

とはとても貴重で、高い建物が目に

入らないスポットを作ることで、天

然のプラネタリウム、ロケット教室、

気球体験、相模の大凧などでにぎわ

いが生まれると考える。 
政令指定都市として市立の大学、

高校、病院、美術館等を整備し、最

新の設備を備えた教育施設ができる

ことでイノベーティブなまちとする

ほか、市の歴史や文化を学べる施設、

特に基地の返還地（その前は日本軍

の土地であったこと）を踏まえ、「軍

都相模原」の歴史を知ることができ

る施設が欲しい。 

交流ハブ機能のイメージとして

は、様々な人の滞在や交流、まちの

核として各機能を結び付ける場で、

オープンスペースを施設例として

挙げております。今後、機能や規模、

空間デザイン、運営方法等具体化に

向けた検討を進めてまいります。 

イ 

８２ 駅前は大きくフラットな広場と

し、毎週フリーマーケットが開催で

きるようにする。誰もが参加、会話

できる場とし、一部は困窮者向け食

糧配布場所や情報交換スポットとす

る。一人にならない広場としたい。 

（約０．５ｈａ） 

 イ 

８３ ニーズの高い「オープンスペース」

について、町の顔となり多くの人に

とって居心地のよい場所となるよう

に、市が主体的に空間デザインを調

整、誘導してほしい。 

 イ 

８４ ファミリー層を呼び込むためＪＡ

ＸＡ監修のワークショップを行う。 
また、共同使用区域でキャンピン

グカーの試乗やキャンプグッズの貸

出、販売のほか、地元の野菜・花等

を販売する。 

 イ 
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⑩ 「４ 都市基盤等」について 
８５ 市を特徴づける桜で並木ができる

ことを強く望む。桜の木はオーナー

制度としてはどうか。桜が難しいな

ら花苗、タイルで出資できる機会が

あってもよい。 

並木やみどり、まちなみ等景観形

成につきましては、広域交流拠点整

備計画（平成２８年８月策定）の内

容を基本とすることとしており、今

後の土地利用計画の検討において

参考といたします。 

ウ 

８６ 広大な土地をそのまま活かし、樹

木や芝生を多くし、建物は低層、小

規模にする。 
時代の変化に対応するため、融通

が利かない大きな建物は作らず、時

代が変わっても誰もが求める緑を増

やす。 
駅前だからといって容積を大きく

せず、中身の濃いスモールタウンを

目指したい。 

ウ 

⑪ 「５ 脱炭素社会に向けた取組」について 
８７ 脱炭素化に向けたまちづくり・誰

もが安全で安心して暮らせるまちづ

くりに賛同する。 
脱炭素化にはエネルギーの地産地

消、地域創生のまちづくりが必要。

需要地で電気や熱を作り、地域一体

でマネジメントし、ガスコージェネ

レーションシステム・再生可能エネ

ルギーなどの分散型エネルギーが有

効。災害対応力や地域経済等の地域

課題の解決に寄与する。 
また、激甚化、頻発化する自然災

害へのレジリエンス性が求められる

が、ライフラインは安全性や多重化、

災害発生時における早期の復旧が重

要となり、都市ガスは強靭性が高い。

また、自然災害による停電被害も広

域化しており、需要側の対策として

エネルギーの多様化・多重化・分散

型システム等を組み合わせることが

重要である。 

本地区のまちづくりは、さがみは

ら気候非常事態宣言（令和２年５

月）やさがみはら脱炭素ロードマッ

プ（令和３年８月策定）を踏まえ、

本市の脱炭素型のまちづくりの取

組を先導的に推進してまいります。 
今後、再生可能エネルギーの活用

や効率な使用方法等具体化に向け、

土地利用計画の検討において参考

といたします。 

イ 
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８８ 脱炭素エネルギー研究のためのス

マートシティとして、太陽光やバイ

オマス発電等を開発する企業を誘致

してはどうか。 

本地区において脱炭素の取組を

先導的に行うとともに、広く発信し

ていくことで人や企業から関心を

持たれるよう取組を進めてまいり

ます。 

イ 

８９ 脱炭素のために駅前森林を作り、

市民が自由に過ごせるようにする。

森林は土壌を浄化し、将来において

も歓迎される場となる。また、果樹

園を配置し、そこで取れるものは市

民が無料で食べられる。ＳＤＧｓの

象徴の場としたい。（約８ｈａ） 

脱炭素やＳＤＧｓをはじめ、持続

可能なまちづくりを進めるにあた

り、ご意見を参考にしてまいりま

す。 

ウ 

９０ 市が率先して行うＳＤＧｓの取組

として、相模原駅周辺を自転車とバ

イクシェアの専用地区としてはどう

か。駅北口地区の地下をパーク＆ラ

イド、レール＆バイクシェア、ＥＶ

のカーシェアの拠点とし、地上は公

園にする。自転車、カーシェア専用

地区は、南は淵野辺の鹿沼公園、西

は横山の横山公園、北は南橋本の小

山公園とし、市役所や合同庁舎、警

察署、税務署や市民会館等公的な機

関や建物、区域内の住む家庭、企業

にも協力を呼びかける。一大プロジ

ェクトであるが、環境都市のアピー

ルになる。 

 ウ 

⑫ 「６ 今後の留意点」について 
９１ 小田急多摩線の延伸の早期実現に

より、多摩ニュータウンや町田市の

住民にとっても訪れやすくなる。 
２０２１年１２月に多摩都市モノ

レール町田方面延伸が遠回りのルー

トとされたため、多摩ニュータウン

や、町田市忠生北部の住民は、延伸

した小田急多摩線を利用した方が町

田駅に早くアクセスできる。 
交通結節点の視点を盛り込んだま

ちづくりに期待している。 

小田急多摩線の延伸につきまし

ては、本地区のまちづくりの効果を

最大化するものと認識しておりま

す。このため、本地区のまちづくり

を着実に進め、引き続き、関係自治

体における延伸に係る事業の優先

度が高まるよう、取組を進めてまい

ります。 

ウ 



28 

 
９２ 近隣の幼稚園、保育園、学校の子

どもたちが課外授業としてまちづく

りに参加・体験することにより、生

まれ育った街に愛着を持ち、大人に

なって更に良くしていきたいと考え

ることができる。今のままでは愛着

心が少なく都内へ出たいと考える人

が多い。コロナ禍でより子どもが我

慢してきたので、明るい未来につい

て考え、実際に経験してほしい。専

門的な方とのやり取りや、地域の多

世代交流で相互効果を得られると考

える。 

本地区は“つながり”をキーワー

ドにまちづくりを進めていくこと

としております。 
人と人、周辺地区や未来への“つ

ながり”等を創出するため、子ども

をはじめ様々な人が主体的にまち

づくりに参画できる仕組みづくり

について検討してまいります。 

ウ 

９３ リニア中央新幹線工事の沿線各地

での市民の反対、訴訟運動、調布で

の外環道陥没事故、シールドマシン

の故障問題、大井川の水問題、南ア

ルプスの中央構造線等多数の活断層

を貫く難工事、また、コロナ禍、地

方分権型社会への転換にあって、リ

ニア事業の税投入は３兆円に膨張

し、ＪＲ東海の累積赤字とともにす

でに破綻している。 
また、小田急多摩延伸工事は実現

性に欠けていることも踏まえて、計

画は絵空事、皮算用であり、多額な

税金を使って市民をドロ船に乗せる

ことは、地方自治法に違反した行為

であるため、計画は中止し、行政・

市民・市議会協働のまちづくりの原

点に立ち返ってほしい。 

本地区は、新市街地を形成してい

くことで相模原駅周辺地区全体の

発展の起爆剤としての役割が期待

されており、市民や民間企業の意見

を幅広く伺いながら、まちづくりを

進めてまいります。 

ウ 

⑬ 「参考資料（市民アンケート」について 
９４ 居住地別（地元、市内、市外）と

あるが、この場合の市内と地元とは

具体的にどの範囲を示すのか不明瞭

であり、明示を求めたい。 

市民アンケートにおける地元の

範囲につきましては、相模原市広域

交流拠点整備計画（平成２８年８

月）において相模原駅周辺地区とし

て対象とした小山地区、清新地区及

び中央地区です。なお、それ以外の

市域を市内としております。 

エ 
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⑭ その他のご意見について 
９５ 土地利用方針（案）には、魅力的

な内容が多いが、実現化に向けたス

ピード感とスケジュール感を知りた

い。 

土地利用方針の策定後、速やかに

土地利用計画の検討に移行します。

今後のスケジュールにつきまして

は、更に、精査しながら進めていく

ことから、現時点で最終的な見通し

をお示しすることは難しい状況で

す。 

エ 

９６ 建設工事等を開始するにも大型工

事車両の通行が必要となり、例えば

米軍側線路側を５０ｍセットバック

し工事車両通行を一時的に可能とす

るなど、駅周辺の安全性向上を事前

に検討することが重要である。 

今後、まちづくりの検討が進行

し、施工時期を見据えた中で、安全

面への配慮等について調整を図っ

てまいります。 

エ 

９７ 相模総合補給廠返還地には数十年

手をつけないでいただきたい。これ

までも、鉛の検出、原因不明の爆発

火災事故の発生や、焼夷弾の処理が

行われるなど、市民が安心して足を

踏み入れられる土地であると思えな

い。開発云々以前に、これらの件に

ついての安全確認の方法を示してい

ただきたい。 

当地区や共同使用区域における

土壌汚染については、所有者である

国から情報提供されておりますが、

安全・安心に関して課題がある場合

は、土地所有者である国と協議しな

がら解決を図ってまいります。 
なお、今後のまちづくりについて

は、土地利用方針の策定後、速やか

に土地利用計画の検討に移行し、取

組を進めてまいります。 

エ 

９８ パブリックコメントが年度末・新

年度の時期に集中する傾向があるよ

うだが、決算期などの繁忙期に当た

る場合も多く、実施時期の分散等に

配慮していただきたい。 

パブリックコメント実施時期に

つきまして、ご意見を踏まえ、今後

の参考とさせていただきます。 

エ 
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９９ パブリックコメントの募集につい

て、気軽に市民が意見を送付できる

ようＬＩＮＥ、ＳＮＳ、ＧＯＯＧＬ

Ｅフォーム、ＱＲコード等ＩＴの仕

組みを整備してほしい。 
一部の企業がキャンペーン的に意

見を送付させ、それが市民全員の声

だと受け取られることを懸念する。 

パブリックコメントは、氏名、住

所等の個人情報を明らかにする必

要があり、匿名性の高いＳＮＳ等で

の投稿はパブリックコメントの趣

旨に馴染まないことから、書面や電

子メール等での意見募集を行って

いるものです。 
意見募集に当たっては、チラシに

ＱＲコードを掲載しており、今後も

ＩＣＴの活用による行政サービス

の向上に向けた取組を検討してま

いります。 
また、政策等の形成に当たって

は、パブリックコメントに限らず

様々な手法により市民意見の聴取

を行っており、頂いた意見について

は、その内容を総合的に勘案し反映

しております。 

エ 

 


